










































2） 三清殿上有许多供养：馒头足有斗大，……。（西游记：44 回） 
［三清殿には沢山の供え物があるぞ、饅頭はたっぷり一斗升ほどの大きさでな、…］ 



















4） 只爱你这两只白腿儿，就是普天下妇人选遍了，也没你这等柔嫩可爱。（75 回） 
［ただお前のこの二本の白い足が大好きだ。世界中の女を遍く選んだとしても、お 
前のように柔らかくて可愛いのはないのよ。］ 
5） 你还不知三官娘子生的怎样标致，就是个灯人儿也没他那一段风流妖艳。(77 回) 
［旦那様はまだ三官の奥さんがどんなに器量よしかご存じないでしょう。たとえ影 
絵人形でも彼女ほどの色っぽさや艶やかさはありませんよ。］ 
6） 糖肥皂那有这等好吃。（第 67 回） 
［砂糖漬けのサイカチがこんなに美味しいわけがない。］ 



















8） 他这个炮还没有我们老人家辕门的炮大。（儒林外史：42 回） 
［彼のこの大砲はまだ親父の営門の大砲ほどでっかくはないのだ。］ 











従って、負の差比を表すこの文型の意味パターンを「X は Y の水準 Z に達していない」に


























  ［その次に、黄金を服用する方法がある。液体状の金に及ばなくても、他の薬には 
遙かに上回っている。］ 
唐代以降、否定式の汎比文④（例 13、14）が現れ、形式上「不比」文と極めて似ている
が、南宋の『朱子語類』になるまで、形容詞の Z が極稀⑤で、Z の多くは動詞性句からなり、
独立句からなることさえあった。こうした状況から見れば、「X 不比 Y」と Z との結合関係
が非常に緩いと考えざるを得ない。そして、こうした緩い関係によって、「X 不比 Y」と Z








言二拍の例 15、16 に示されるように、先ず Z の位置に形容詞の使用が大幅な増加を見せ、
さらに「X 不比 Y」と Z との間に仮に意味的空位があっても、X ではなく Y しか補足できな











































  「X（不）比 YZ」という形式をどの文型として認識すべきかについては、否定式片方の
問題ではない。単なる一文について、比動文か、汎比文かそれとも比字文かを判断する根
拠として、3.1.に触れた Z の存在や否や、Z が句かそれとも形容詞か、「X（不）比 Y」と Z













谢仁友 2006 は「X 不比 YZ」という形式によって表示される可能な意味類型を、差異を
陳述する、格差の陳述するおよび格差を否定するという三種に分けた。そのうち、差異を
陳述する際、文の意味は「X は Y と異なる（X≠Y）」となり、「比」は動詞である。つまり、
差異を陳述する時の文型は決して本当の意味での「不比」文ではなく、むしろ否定式の汎
比文の一種と見なすべきである。それに対して、格差を陳述する際、「比」は前置詞であり、
文の意味は「X は Y に達していない（X＜Y）」となる。格差を否定する際、「比」も前置詞





Y」から遊離していたからである。例 15～18 に示されるように、「X 不比 YZ」という形式は






















1996 が統計した『元曲選』の否定式の比動文合計 41 例のうち、「X を肯定して Y を否定す
る」と「X を否定して Y を肯定する」はそれぞれ 36 例と 5 例となっている。王周明 2015
が統計した三言二拍の否定式の汎比文合計 11 例のうち、「“X を肯定して Y を否定する」と
「X を否定して Y を肯定する」はそれぞれ 4 例と 7 例となっている。また、これまでに既
に見つかった 4 例の「不比」文のうち、「X を肯定して Y を否定する」と「X を否定して Y
を肯定する」はそれぞれ 1 例と 3 例となっている。統計学的観点から見れば、上記の数値
に示された用例の数量上の逓減は確かにここの論述の説得力を弱めてしまったが、優劣勢
の逆転変化という傾向性はある程度には見えてきたとも言える：比動文から「不比」文ま
で発展してくると、「X を肯定して Y を否定する」という意味パターンが優位から劣位に転
落するのに対して、「Xを否定してYを肯定する」という意味パターンは却って劣位から徐々
に優位に立つようになる。 
決して偶然ではないが、否定式の汎比文にせよ、「不比」文にせよ、「X を肯定して Y を
否定する」という意味パターンの用例には、例 16、19 に用いる「迂阔／难忏悔」のように、
全体的に消極的な意味の形容詞を使用する傾向が見られる。それに対して、「X を否定して
Y を肯定する」という意味パターンの用例は、例 15、17、18、20、21 に用いる「宽转／大
／显亮／大／多」のように、積極的な意味の形容詞使用する傾向を見せている。 
清代の言語資料にははっきりとなっていないが、実際に、「X を否定して Y を肯定する」
という意味パターンの「不比」文は既に上り坂を進めつつあり、「X を肯定して Y を否定す
る」という意味パターンの「不比」文も下り坂を進行中であった。現代中国語の予期に反
するという語用論的機能を有する「不比」文の広範囲にわたっての使用はまさにその最適
の証拠となっている。相原茂 1992 と吴福祥 2004 とも、現代中国語の「不比」文は意味上






















当は付ける（王周明 2014 を参照）。 
 
 同比―――同比［＋異比］――――→同比――――┐ 
                         └→異比―┬→異比―――┬→汎比 





































                                                  
〈注釈〉 
①X=比較前項、Y=比較後項、Z=比較说明項。以下同様。 
②うちの例 6 は原文の文脈および文の流れ（すなわち西門慶と応伯爵との対話）に基づい 
て考えると、下記の二点はやや特殊である。一つは否定に相当する反語文の形式を取る。 
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〈付記〉 
本研究の初稿は執筆言語が中国語のもので、2015 年 11 月東京大学開催の日本中国語学
会第 65 回全国大会にて口頭発表し、『日本中国語学会第 65 回全国大会予稿集』に収録さ
れている。今回の執筆に当たって、執筆言語を日本語にするだけでなく、初稿のもとで、
一部の内容に対して大幅な修正を行った。 
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